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ゼ の 精 製 と 二 ， 三 の 性 状

伊 東　 清 枝　 ○ 関 野　 敦 子　 福 家　 真 也

目 的　 先 に
■    演 者 ら の ／人 は.  数 種 味噌

中 の 水 溶 性 タン パ ク 質 の 電 気 泳 動 を 行い,    味 噌 中

で は ， 諸 種 プ ロ テ ア ー ゼ の 作 用 に よ4）II と ん ど の タ ン パ ク 質 は 低 分 子 化 し てい る に% か か

わら ず7    ミ ラ ー ゼ を は じめ と す&    2 ～ Ｊ の タ ン パ ク 質 の み が 残 存し て い る こ とii-  I び ア ミ

ラ ー ゼ は 麹 に 由 来 し て い る こ と 等を 報 告 し た 。 本 研 究 で は, こ の 点 に 着 目 し て 市 販 味噌 中

でT    ミ ラ ー ゼ活 性 の 高 か っ 牝 江 戸 味噌 を 試 料 とし ， ア ミ ラ ー ゼ の 精 製 を 行 う と と も に. そ

の 性 状 に つ い て 研 究 を 行 っ た 。

方 法　 試 料： 江 戸 味噌（ 天 野 屋 製） 方 法･■ o.oiM の 酢 酸 カA-    シ ウ ムを 含tr  0.02M の 酢 酸 緩 衝液

(PH 5.3 )   に よi> 抽。出 を 行 っ た 。DEAE- セ ル ロ ー ス(　同 緩 ≪  液PH 4.6 )  に ≪>.着 ■S せit 後,    O.IM の

食 塩 を 含 む 同 緩 衝 液 に‘て 溶 出し た。 溶 出 液 を 再 度DEAE--fe   ル ロ ー ス に 吸 着 ■S せit 後 ， 食 塩 濃

度 を0     ~ O．IM ｉ で 連 続 的 に 変 化 ■s せ て 溶 出 を 行 っ た。 ま た ， 高 速 液 体 タ ロ マ ト ダ ラ フ イ ー

ゲ ル炉 過 法* ■ よ び 硫 安 分 画 法 等 を 併 用し た。　分 子 量 の 測 定 はs  D S 電 気 泳 動 法 おX び ゲ ル>戸

過 法(  Sephadex G -200 ， superfine )     に よ? 行 っ た。　T   ミ ラ ー ゼ 活 性 は プA-    ー バ リ
，一 法 で 検 討 を

行 っ た。

結 果　DEAE －セ ル ロ ー スで は. ア ミ ラ ー ゼ 活 性 を 有 す る’画 分ti   3 つ ， 高 速 液 体 ク ロ マト グ ラ

フ ィ ー で は3- つ 得 ら れ た 。 電 気 泳 動 に 付し た と こ ろ,    い ず れ のli  分 に お･い て も 分 子 量53,000

~  74,000の2 つ 以 上 の ピ ー ク か 認X ）ら れ た
。　ゲ ル-;戸 過 法 に よi? 分 子 量 を 算 定し た と こ ろ, 6iir・

グ フ こv>    y 塩 酸 を 用 いft 場 合 にH: 約7,000 ， リ ン 酸 緩 衝 液 を 用いa. 場 合 に は 約14,000で*  っ た。


